
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和８年２月２７日（金）   ８：２１～８：２８ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：高 市 早 苗 内閣総理大臣 

林 芳 正 国務大臣（総務大臣） 

平 口  洋 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

松 本 洋 平 国務大臣（文部科学大臣） 

上 野 賢一郎 国務大臣（厚生労働大臣） 

鈴 木 憲 和 国務大臣（農林水産大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

金 子 恭 之 国務大臣（国土交通大臣） 

石 原 宏 高 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（防衛大臣） 

木 原  稔 国務大臣（内閣官房長官） 

松 本   尚 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

牧 野 たかお 国務大臣（復興大臣） 

あかま 二 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

黄川田 仁 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

小野田 紀 美 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：尾 﨑 正 直 内閣官房副長官 

佐 藤   啓 内閣官房副長官 

露 木 康 浩 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       ３件 

○法律案        ３件 

○政令         ２件 

○人事         ２件 

○配布         １件 

いずれも、案件表のとおり、決定等となった。 
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議事内容： 

○木原国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

  まず、閣議案件について、佐藤副長官から御説明申し上げます。 
○佐藤内閣官房副長官：一般案件について、申し上げます。まず、「インドネシア人 
看護師候補者の滞在期間の延長」について、御決定をお願いいたします。本件は、

経済連携協定に基づき入国したインドネシア人看護師候補者のうち、一定の条件に

該当する者については、滞在期間を１年間延長すること等を認めるものであります。 
  次に、「日米地位協定」第２条に基づく、施設・区域の追加提供について、御決定

をお願いいたします。今回の案件は、米空軍の暫定的な保管施設設置用地として、

航空自衛隊松島基地の一部土地を追加提供するものであります。 
  次に、信・解任状に認証を仰ぐことについて、御決定をお願いいたします。本件

は、「サンマリノ国」駐箚特命全権大使の異動に伴い、交付すべき信任状及び解任状

であります。 
  次に、法律案３件について、御決定をお願いいたします。まず、「金融機能強化法

等の一部改正法案」は、金融機関等の資本の増強に関する措置の期限を廃止し、当

分の間の措置とする等の改正を行うものであります。 
  次に、「高等学校等就学支援金支給法の一部改正法案」は、同支援金の支給につい

て、所得制限を撤廃する等の措置を講ずるものであります。 
  次に、「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法律の一

部改正法案」は、公立中学校の学級編制の標準を現行の４０人から３５人に段階的

に引き下げる等の改正を行うものであります。 
  次に、政令２件について、御決定をお願いいたします。まず、「マンションの建替

え等の円滑化に関する法律による不動産登記に関する政令の一部改正令」は、マン

ション再生事業等に係る登記について特例を定める等の改正を行うものでありま

す。 
  次に、「地球温暖化対策推進法施行令の一部改正令」は、公益信託法の施行に伴

い、所要の規定の整備を行うものであります。 
  次に、人事案件について、申し上げます。まず、善功企外１８４名の叙位又は叙

勲について、御決定をお願いいたします。 
  次に、元特命全権大使牛尾滋外６名の外国勲章受領許可について、御決定をお願

いいたします。 
○木原国務大臣：次に、厚生労働大臣から御発言がございます。 
○上野国務大臣：３月は「自殺対策強化月間」です。昨年の自殺者数は、暫定値では

ありますが、総数が１万９，０９７人と過去最少となった一方、小中高生の自殺者

数は過去最多となる５３２人であり、依然として深刻な状況が続いています。今回

の月間では、仕事や家庭、学校生活等で様々な悩み・不安を抱える方々が安心して

相談できるように、全国各地のポスター掲示や動画広告を通じて、相談窓口の周知

を強化し、体制も拡充するとともに、ＳＮＳによる情報発信も行うなど、関係府省

庁と連携し、きめ細かな対応を行います。また、本日、関係大臣の連名で、国民の
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皆様に向けたメッセージを発出します。自殺総合対策大綱に基づき、誰も自殺に追

い込まれることのない社会の実現に向けて、政府一丸となって全力で自殺対策に取

り組むため、閣僚の皆様の格段の御協力をお願い申し上げます。 
○木原国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 
  引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
  御発言はございますか。 
  無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和８年 

２月 27日 

◎ 一 般案 件

○ 日 ・ インド ネ シア 経 済連 携 協定 （ ＥＰ Ａ ）改 正 議

定 書 の 発動に 伴 うイ ン ドネ シ ア人 看 護師 候 補者 の

滞 在 期 間の延 長 につ い て（ 決 定）

（ 外 務 ・ 厚生 労 働省 ）

〃 ○ 「日 本国 と アメ リ カ合 衆 国と の 間の 相 互協 力 及び

安 全 保 障条約 第 ６条 に 基づ く 施設 及 び区 域 並び に

日 本 国 におけ る 合衆 国 軍隊 の 地位 に 関す る 協定 」

第 ２ 条 に基づ く 施設 及 び区 域 の追 加 提供 に つい て

（ 決 定 ）              （ 防 衛省 ）

☆ サ ン マ リノ国 駐 箚特 命 全権 大 使小 野 日子 に 交付 す

べ き 信 任 状及び 前 任特 命 全権 大 使鈴 木  哲 の 解 任

状 に つ き 認証を 仰 ぐこ と につ い て（ 決 定）

（ 外 務省 ） 

◎ 法 律案

   ○ 金融機 能 の強 化 のた め の特 別 措置 に 関す る 法律 等

の 一 部 を 改正す る 法律 案 （決 定 ）

（ 金 融 庁・ 財務 ・ 厚生 労 働・ 農 林水 産 省） 

〃 ○ 高等 学校 等 就学 支 援金 の 支給 に 関す る 法律 の 一部

を 改 正 す る法律 案 （決 定 ）（ 文 部科 学 ・財 務 省）

〃 ○ 公立 義務 教 育諸 学 校の 学 級編 制 及び 教 職員 定 数の

標 準 に 関 する法 律 の一 部 を改 正 する 法 律案

（ 決 定 ）               （ 同 上）

◎ 政 令 

○ マ ン ション の 建替 え 等の 円 滑化 に 関す る 法律 に よ

る 不 動 産登記 に 関す る 政令 の 一部 を 改正 す る政 令

（ 決 定 ）              （ 法 務省 ）

〃 ○ 地球 温暖 化 対策 の 推進 に 関す る 法律 施 行令 の 一部

を 改 正 す る政令 （ 決定 ）       （環 境 省）

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
あ り

資 料
な し

［ 別　添 ］
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◎ 人  事   

   ☆ 元運輸 技 官善  功企 外 １８ ４ 名の 叙 位又 は 叙勲 に

つ い て （ 決定） 

〃  ☆ 元特 命全 権 大使 牛 尾  滋 外６ 名 の外 国 勲章 受 領許

可 に つ い て（決 定 ） 

 

◎ 配  布 

☆ 月 例 経 済報告          （ 内閣 府 本府 ） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

 

資 料  
あ り  
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